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GPT-4o 

ある会社のノウハウを公開情報から分析したいと考えています。ノウハウ自体を分析することは

不可能と思いますので、できればこの辺りにこの会社の重要なノウハウがありそうだとか、バリュ

ーチェンでこの辺りに重要なノウハウがありそうだとか、この人たちが重要なノウハウを持ってい

そうだとか、いう重要なノウハウの有無が判断できると良いと思っています。どんな方法が考えら

れますか？  

 
ある会社のノウハウを公開情報から分析するには、以下のようなアプローチが考えられます。た

だし、企業のノウハウは通常、非公開であり、直接分析することは難しいため、間接的な手法で兆

候を探ることが重要です。 

• 特許分析: 

• その会社が保有する特許を調査し、技術的な強みや独自性がある分野を

特定します。特許は通常、技術的なノウハウの指標となり得ます。 

• 公開情報の調査: 

• 会社の公式ウェブサイト、プレスリリース、年次報告書などを確認し、どの

ような技術やサービスに注力しているかを把握します。 

• 業界レポートと競合分析: 

• 業界レポートを参照し、その会社が市場でどのような地位を占め、どの領

域で競争力を持っているかを分析します。競合企業との比較も役立ちま

す。 

• 社員のプロフィール分析: 

• LinkedIn などのプロフェッショナルネットワークで社員の専門知識や経歴

を調査し、技術的なスキルや経験が集中している領域を特定します。 

• ソーシャルメディアとフォーラムのモニタリング: 

• 顧客や業界の専門家がソーシャルメディアでその会社についてどのように

言及しているかを調査します。革新的な技術やノウハウに関する話題がな

いかをチェックします。 

• パートナーシップとアライアンスの分析: 

• 企業がどのようなパートナーシップやアライアンスを持っているかを調べ、

その関係がどういったノウハウや技術的強みと関連しているのかを探りま

す。 

• バリューチェーン分析: 

• 企業のバリューチェーンを分析し、どのプロセスが最大の価値を生み出し

ているかを特定します。特に付加価値が高いプロセスは、ノウハウが集中

している可能性があります。 
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これらの方法を組み合わせることで、公開情報から企業のノウハウについてのインサイトを得るこ

とができるかもしれません。ただし、これらはあくまで間接的な方法であり、正確なノウハウの内容

を把握することは難しい場合が多いです。 

 
 
技術的なノウハウ、特に製造法に関するノウハウは特許に記載されている方法のリバース
エンジニアリングを行って再現できない場合、その理由を推測するとどの部分にノウハウ
が存在しているかを推定可能だと思います。特許に記載されている事項からノウハウを推
定する方法について、考えられるやり方をすべて挙げてください。 

 

ある会社のノウハウを公開情報から分析するには、以下のようなアプローチが考えられます。た

だし、企業のノウハウは通常、非公開であり、直接分析することは難しいため、間接的な手法で兆

候を探ることが重要です。 

• 特許分析: 

• その会社が保有する特許を調査し、技術的な強みや独自性がある分野を

特定します。特許は通常、技術的なノウハウの指標となり得ます。 

• 公開情報の調査: 

• 会社の公式ウェブサイト、プレスリリース、年次報告書などを確認し、どの

ような技術やサービスに注力しているかを把握します。 

• 業界レポートと競合分析: 

• 業界レポートを参照し、その会社が市場でどのような地位を占め、どの領

域で競争力を持っているかを分析します。競合企業との比較も役立ちま

す。 

• 社員のプロフィール分析: 

• LinkedIn などのプロフェッショナルネットワークで社員の専門知識や経歴

を調査し、技術的なスキルや経験が集中している領域を特定します。 

• ソーシャルメディアとフォーラムのモニタリング: 

• 顧客や業界の専門家がソーシャルメディアでその会社についてどのように

言及しているかを調査します。革新的な技術やノウハウに関する話題がな

いかをチェックします。 

• パートナーシップとアライアンスの分析: 

• 企業がどのようなパートナーシップやアライアンスを持っているかを調べ、

その関係がどういったノウハウや技術的強みと関連しているのかを探りま

す。 

• バリューチェーン分析: 



 3 / 4 
 

• 企業のバリューチェーンを分析し、どのプロセスが最大の価値を生み出し

ているかを特定します。特に付加価値が高いプロセスは、ノウハウが集中

している可能性があります。 

これらの方法を組み合わせることで、公開情報から企業のノウハウについてのインサイトを得るこ

とができるかもしれません。ただし、これらはあくまで間接的な方法であり、正確なノウハウの内容

を把握することは難しい場合が多いです。 

コピー 

技術的なノウハウ、特に製造法に関するノウハウは特許に記載されている方法のリバースエンジ

ニアリングを行って再現できない場合、その理由を推測するとどの部分にノウハウが存在している

かを推定可能だと思います。特許に記載されている事項からノウハウを推定する方法について、

考えられるやり方をすべて挙げてください。 

コピー 

特許に記載されている事項から技術的なノウハウを推定するための方法は、特許情報を深く分析

し、特許には記載されていないが重要な要素を特定することに焦点を当てる必要があります。以

下に、考えられる方法を挙げます。 

• 特許クレームの確認: 

• 特許のクレームは発明の保護範囲を定めているため、ここに含まれる方

法や構成要素を詳細に検討し、どの部分が一般的技術であり、どの部分

が独自性を持っているかを特定します。 

• 実施例の解析: 

• 特許には具体的な実施例が記載されますが、ここでは製造法や処理条件

が曖昧に記載されていることがあります。これらの曖昧さがノウハウの可

能性があります。 

• 背景技術との差異の分析: 

• 特許文献には背景技術が記載されています。背景技術と比較して、特許

発明がどのように優れているのか、記事に書かれていない改良点やオプ

ション機能がノウハウとして存在するかもしれません。 

• 引用文献の評価: 

• 特許に引用されている他の特許や文献を調査し、その関係性から特許発

明の位置付けや改良点を理解します。引用した特許がカバーしていない

独自の技術がノウハウである可能性があります。 

• 技術的障壁の推定: 

• 特許文献に示されている技術的課題とその解決策を調査し、解決策が一

般的であるか、専門知識が必要であるかを考察します。解決策を実施す

るための細かい技術的工夫がノウハウかもしれません。 

• 実用性と商業化考察: 
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• 特許が市販製品にどのように応用されているのかを調査し、特許記載の

内容と実際の製品に差異がある場合、その差異がノウハウの可能性があ

ります。 

• 隠れたプロセス条件の推測: 

• 特許に具体的な製造条件が不明瞭である場合、例えば温度や圧力、素

材の処理時間など、その選択がノウハウの一部である可能性がありま

す。 

• 特許家族の比較: 

• 同じ発明者によって出願された関連特許（特許ファミリー）を比較し、発明

が進化した過程を探ることで、保存されないコンポーネントやステップを特

定します。 

• 公開特許と販売製品の比較: 

• 発明が実際に商業化されている場合、販売製品と特許との相違点を確認

します。こうした差異がノウハウを示唆している可能性があります。 

これらのアプローチを用いることにより、特許には記載されていない製造ノウハウを推測する手が

かりを得られるかもしれません。しかしながら、ノウハウ自体は企業秘密として保護される場合が

多く、明確に特定することは難しいかもしれません。 
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OpenAI o1 preview 

ある会社のノウハウを公開情報から分析したいと考えています。ノウハウ自体を分析することは

不可能と思いますので、できればこの辺りにこの会社の重要なノウハウがありそうだとか、バリュ

ーチェンでこの辺りに重要なノウハウがありそうだとか、この人たちが重要なノウハウを持ってい

そうだとか、いう重要なノウハウの有無が判断できると良いと思っています。どんな方法が考えら

れますか？ 

コピー 

企業の重要なノウハウを公開情報から推測・分析するためには、以下のような方法が考えられま

す。 

• 特許情報の分析: 

• 特許出願・登録情報を調査し、どのような技術分野に力を入れているかを

把握します。重要なノウハウは特許として保護されている場合が多く、特

許情報から技術の方向性や強みを推測できます。 

• 特許の引用関係や特許家族を調べることで、技術の発展や関連性を理解

できます。 

• 学術論文や技術文献の調査: 

• 企業の研究者やエンジニアが発表した論文や技術記事を確認します。公

開された研究成果から、企業が注力している技術領域や専門性を把握で

きます。 

• 採用情報の分析: 

• 企業が発信する求人情報を調査し、求めているスキルや経験から、どの

分野に注力しているかを推測します。 

• 新規採用や中途採用で募集しているポジションから、組織の強化を図って

いる部門や技術領域を特定できます。 

• 企業の財務報告書や IR 資料の確認: 

• 年次報告書や投資家向けプレゼンテーションなどを精読し、戦略的な重

点領域や競争優位性についての記述を探します。 

• CEO や経営陣のコメントから、企業が重視するノウハウや技術について

のヒントを得られる場合があります。 

• サプライチェーンとバリューチェーンの分析: 

• 企業の主要な供給業者や顧客を調査し、どの部分で高い付加価値を提

供しているかを理解します。 

• バリューチェーンの中で、特に高い収益性や独自性を持つ部分がノウハ

ウの源泉である可能性が高いです。 

• 業界ニュースやアナリストレポートの活用: 
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• 業界誌やビジネスアナリストのレポートを参照し、企業の技術動向や市場

での評価を把握します。 

• 競合他社や専門家の視点から、企業の強みや差別化要因についての洞

察を得られます。 

• 製品・サービスの分析: 

• 企業が提供する製品やサービスの特徴を詳細に分析し、他社との違いや

優位性を探ります。 

• 特定の機能や品質、技術的な特長があれば、その背後にあるノウハウを

推測できます。 

• 提携・協業情報の調査: 

• 他の企業や研究機関との提携、共同開発、M&A の情報を確認します。 

• どのような分野で協業しているかから、企業が重視する技術領域や不足

しているノウハウを推測できます。 

• 従業員のプロフィール分析: 

• LinkedIn などのプロフェッショナルネットワーキングサイトで、企業の主要

メンバーの経歴や専門性を調べます。 

• 特にリーダーシップポジションにある人物のバックグラウンドから、組織内

のノウハウの所在を推測できます。 

• 規制当局への提出資料の確認: 

• 公開企業であれば、有価証券報告書や適時開示資料を参照し、事業リス

クや戦略についての情報を収集します。 

• これらの資料には、企業が直面する課題や対応策、技術投資についての

詳細が含まれることがあります。 

• 市場でのポジショニングとブランド戦略の分析: 

• 企業のマーケティングメッセージやブランド戦略を調査し、どのような価値

を提供しようとしているかを理解します。 

• 差別化ポイントとして強調している領域は、ノウハウの源泉である可能性

があります。 

• 顧客のフィードバックやレビューの収集: 

• 製品レビューサイトや SNS 上の顧客の声を集め、製品やサービスの評価

ポイントを分析します。 

• 顧客が高く評価する点から、企業の強みやノウハウの所在を推測できま

す。 

• 競合他社との比較分析: 

• 競合企業と比較することで、その企業が持つ独自の強みやノウハウを浮

き彫りにします。 
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• 市場シェアや技術力、サービス品質などの観点から比較検討します。 

• 公開イベントやセミナーの情報収集: 

• 企業が参加する展示会、カンファレンス、ウェビナーなどの内容を確認し、

発表内容やデモンストレーションから技術の方向性を読み取ります。 

• キーノートスピーチやパネルディスカッションでのコメントも有益な情報源と

なります。 

• メディアインタビューやプレスリリースの分析: 

• 経営陣や技術責任者のインタビュー記事やプレスリリースを通じて、戦略

的な焦点や技術的な取り組みを把握します。 

これらの方法を組み合わせて活用することで、公開情報から企業の重要なノウハウの所在やそ

れを持つ人物、バリューチェーン上の重要領域を推測することが可能です。ただし、得られた情報

はあくまで推測であり、確証を持つためには更なる調査や分析が必要な場合があります。 

また、情報収集の際には、倫理的かつ法的な枠組みを遵守することが重要です。公開情報のみ

を利用し、機密情報の不正入手や不正利用は避けるようご注意ください。 

 
 
 
技術的なノウハウ、特に製造法に関するノウハウは特許に記載されている方法のリバース
エンジニアリングを行って再現できない場合、その理由を推測するとどの部分にノウハウ
が存在しているかを推定可能だと思います。特許に記載されている事項からノウハウを推
定する方法について、考えられるやり方をすべて挙げてください。 
 

特許に記載されている事項から企業のノウハウを推定するための方法について、考えられるやり

方をできるだけ詳しく挙げてみます。これらの方法を組み合わせることで、特許に直接記載されて

いない技術的なノウハウを推測する手がかりとすることができます。 

• 特許請求の範囲の詳細な分析: 

• 請求項の構造と範囲を検討し、企業がどの部分を特に保護しようとしてい

るかを把握します。 

• 独立請求項と従属請求項を比較し、重要な技術要素や独自性の高い部

分を特定します。 

• 請求項でカバーされていない機能や手法が特許文献に記載されている場

合、それらがノウハウとして非公開にされている可能性があります。 

• 明細書の詳細な読み込み: 

• 実施例や具体的な記載内容を精査し、技術の具体的な実施方法を理解し

ます。 
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• 明細書で強調されている部分や、繰り返し言及されている技術的特徴を

特定します。 

• 記載が曖昧な部分や詳細が省略されている箇所があれば、それが意図

的にノウハウを隠している可能性があります。 

• 特許における実施形態の分析: 

• **「好ましい実施形態」や「最良のモード」**として記載されている内容を確

認します。 

• これらの部分で詳細が不足している場合、重要なノウハウが公開されてい

ない可能性があります。 

• 複数の実施形態の共通点と相違点を比較することで、企業が秘匿してい

る技術的要素を推測します。 

• 特許引用文献と先行技術の調査: 

• 特許文献で引用されている他の特許や文献を確認し、技術の発展経緯を

理解します。 

• 先行技術との比較を通じて、企業の技術的な改良点や差別化要因を特定

します。 

• 特許出願の経緯（審査履歴）を調べる: 

• 拒絶理由通知に対する応答や補正内容を確認し、特許請求の範囲がど

のように変遷したかを把握します。 

• 特許庁とのやり取りで強調された点は、企業が重要視する技術要素であ

る可能性があります。 

• 関連特許群（特許ファミリー）の分析: 

• 同一の発明について複数の国で出願された特許や、分割出願された特許

を確認します。 

• 各国での記載内容の違いを比較し、どの情報が公開され、どの情報が秘

匿されているかを推測します。 

• 特許の図面や数値データの検討: 

• 図面の詳細度や注釈を確認し、技術的なポイントを理解します。 

• 実験データや数値範囲が記載されている場合、それらの根拠や計算方法

を分析します。 

• 非特許文献の参照と分析: 

• 特許文献で引用された学術論文や技術記事を調査し、技術の背景や関

連知識を深めます。 

• 非特許文献との内容の差異から、企業の独自技術やノウハウを推測しま

す。 

• 製品・プロセスとの比較: 
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• 企業の実際の製品や製造プロセスと特許に記載された内容を比較しま

す。 

• 特許に記載されていないが製品に現れている特徴があれば、それがノウ

ハウである可能性があります。 

• 特許請求の範囲に含まれない記載事項の分析: 

• 特許明細書には記載されているが、請求項には含まれていない技術的事

項を特定します。 

• このような記載事項は、特許による保護が難しいノウハウである可能性が

あります。 

• 特許出願と登録の時系列の検討: 

• 特許出願日や登録日、公開日を整理し、技術開発のタイミングを把握しま

す。 

• 時間軸に沿って技術の進化を追跡することで、ノウハウが蓄積された時期

や領域を推測します。 

• 外国特許出願の差異分析: 

• 同一の発明について他国で出願された特許を比較し、各国での記載内容

の違いを確認します。 

• 日本特許と外国特許で記載が異なる部分があれば、それがノウハウに関

係する可能性があります。 

• 特許分類（IPC や FI/F ターム）の活用: 

• 国際特許分類（IPC）や日本固有の FI/F タームを確認し、技術分野を詳細

に特定します。 

• 関連する分類に属する他の特許を調査し、競合技術や代替技術を把握し

ます。 

• 発明者の経歴や専門性の調査: 

• 特許の発明者の名前を確認し、その人物の業績や専門分野を調べます。 

• 発明者が持つ専門知識や経歴から、企業のノウハウの源泉を推測しま

す。 

• 企業の特許ポートフォリオの全体像の把握: 

• 企業全体の特許出願状況を調べ、特定の技術分野に集中しているかを

確認します。 

• 継続出願や分割出願の傾向を分析し、特定の技術領域への注力度を評

価します。 

• 特許情報非開示請求の有無の確認: 

• 一部非公開請求が行われている特許があれば、その非公開部分にノウ

ハウが含まれている可能性があります。 
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• 競合他社の特許との比較: 

• 同じ技術分野での競合他社の特許と比較し、自社特許の独自性や差別

化ポイントを明確にします。 

• 競合他社が保有していない技術要素がノウハウである可能性がありま

す。 

• 特許権行使や訴訟情報の調査: 

• 企業が特許権を行使したり、訴訟を提起した事例を確認します。 

• 特許侵害の主張内容から、企業が重視する技術的ノウハウを推測しま

す。 

• 特許の課題解決手段と効果の分析: 

• 明細書に記載された課題とその解決手段、得られる効果を詳細に検討し

ます。 

• 特に強調されている効果が、企業のノウハウの核心である可能性があり

ます。 

• 特許明細書の記載順序や強調点の検討: 

• 明細書でどの技術要素が最初に記載されているか、どの部分が詳細に

説明されているかを確認します。 

• 記載のバランスから、企業が特に重要視している技術領域を推測します。 

• 技術用語や独自の表現の分析: 

• 明細書で使用されている専門用語や独自の用語を特定します。 

• 特許に頻出する用語やフレーズが、企業のノウハウのキーワードである

可能性があります。 

• 特許の技術的範囲外の記載事項の検討: 

• 明細書において、関連技術や背景技術として記載されているが請求項に

含まれていない技術を確認します。 

• これらの技術がノウハウとして活用されている可能性があります。 

• 特許の引用関係のネットワーク分析: 

• 被引用特許や引用特許の関係性を図示し、技術のネットワークを構築し

ます。 

• ネットワーク上で中心的な役割を果たす特許が、ノウハウに関係する可能

性があります。 

• 技術動向調査レポートの活用: 

• 特許情報を用いた技術動向調査レポートを参照し、業界全体での技術ト

レンドを把握します。 

• 業界のトレンドと企業の特許戦略を比較することで、独自のノウハウ領域

を特定します。 
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• 特許の質的評価: 

• 特許の被引用回数や特許評価スコアを確認し、特許の重要度を評価しま

す。 

• 高く評価されている特許が企業の重要なノウハウを含む可能性がありま

す。 

• 製品ライフサイクルとの関連付け: 

• 特許出願時期と製品の市場投入時期を比較し、技術開発と製品展開の

関連性を把握します。 

• 特許出願後も継続的に改良が加えられている製品は、ノウハウが蓄積さ

れている可能性があります。 

• 特許の国際出願パターンの分析: 

• どの国で特許出願が行われているかを調査し、重要市場や技術保護の

戦略を理解します。 

• 特に出願が集中している国や地域は、ノウハウが活用されている可能性

が高いです。 

• 特許庁の審査官の意見の検討: 

• 審査官の拒絶理由通知や意見書を確認し、特許性が問題となった点を把

握します。 

• 企業が譲歩した点や強く主張した点から、重要な技術要素を推測します。 

• 特許の維持状況の確認: 

• 特許料が支払われずに放棄された特許や、逆に長期間維持されている特

許を確認します。 

• 維持費を払ってでも保持したい特許は、重要なノウハウを含む可能性が

あります。 

• 技術的課題の深掘り: 

• 明細書に記載された技術的課題が、業界全体で共有されているものか、

独自の問題なのかを分析します。 

• 独自の課題に対する解決策は、企業のノウハウとして重要である可能性

があります。 

• 特許文献のキーワード分析: 

• 特許文献内でのキーワードの出現頻度を数値化し、重要な技術用語を特

定します。 

• キーワード同士の共起関係を分析し、技術要素の関連性を把握します。 

• 特許出願人や代理人の情報の確認: 

• 特許出願人の組織構造や、出願時に利用している特許事務所や代理人

の専門性を調べます。 
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• 特定の専門家や事務所と協力している場合、その分野でのノウハウが強

い可能性があります。 

• 特許情報データベースの活用: 

• 特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）や世界知的所有権機関（WIPO）の

PATENTSCOPE などを利用し、詳細な特許情報を収集します。 

• テキストマイニングやデータ解析ツールを用いて、大量の特許情報からパ

ターンやトレンドを抽出します。 

• 逆引き特許分類の利用: 

• 技術分野から関連する特許を検索し、当該企業の特許と比較します。 

• 一般的な技術と企業の特許技術との差異を分析し、ノウハウを推測しま

す。 

• 特許の国際特許協力条約（PCT）出願の分析: 

• PCT 出願を行っている場合、その出願内容や指定国から、企業の技術戦

略を推測します。 

• 国際的な権利取得を目指す技術は、ノウハウとして重要である可能性が

あります。 

• 特許の補正履歴の確認: 

• 出願後に行われた補正内容を確認し、どの部分が修正・追加されたかを

把握します。 

• 補正によって追加された技術要素は、当初は秘匿しようとしたノウハウで

ある可能性があります。 

• 特許の技術分野の広がりの検討: 

• 一つの特許で複数の技術分野にまたがる場合、それぞれの分野でのノウ

ハウを有している可能性があります。 

• クロスオーバーする技術領域を持つ企業は、独自のノウハウを活用して

いる可能性が高いです。 

• 関連する標準化活動の調査: 

• 企業が技術標準化団体に参加している場合、その活動内容や貢献度を

確認します。 

• 標準化活動での技術提供や特許の開示状況から、ノウハウの一端を推

測します。 

• 技術提携や共同研究の情報収集: 

• 企業が他社や研究機関と行っている共同研究や技術提携の内容を調べ

ます。 

• 提携先との技術分野から、企業が持つノウハウを推測します。 

• 特許維持費の投資状況の分析: 
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• 特許の年次維持費は年々増加するため、どの特許に対して維持費が支

払われているかを確認します。 

• 長期間維持されている特許は、企業にとって戦略的に重要なノウハウを

含む可能性があります。 

以上の方法を活用することで、特許に記載されている情報から企業の技術的なノウハウを推定す

ることが可能です。特許文献は公開されている情報でありながら、その中には企業の技術戦略や

ノウハウに関する多くの手がかりが含まれています。これらの手法を組み合わせ、綿密な分析を

行うことで、公開情報からでも高度な推測が可能となります。 

ただし、これらの推定はあくまで推測であり、実際のノウハウを直接知るものではありません。ま

た、特許情報の分析は専門的な知識を要するため、技術分野の専門家や特許の専門家と協力す

ることをお勧めします。さらに、情報収集や分析にあたっては、法令遵守と倫理的な配慮を十分に

行い、機密情報の不正取得や不正使用を避けるようご注意ください。 
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Gemini 1.5 Pro 

ある会社のノウハウを公開情報から分析したいと考えています。ノウハウ自体を分析することは

不可能と思いますので、できればこの辺りにこの会社の重要なノウハウがありそうだとか、バリュ

ーチェンでこの辺りに重要なノウハウがありそうだとか、この人たちが重要なノウハウを持ってい

そうだとか、いう重要なノウハウの有無が判断できると良いと思っています。どんな方法が考えら

れますか？ 

コピー 

ある会社のノウハウを公開情報から分析するには、直接的な方法はありません。ノウハウはその

名の通り、公開されていない情報だからです。しかし、公開情報から間接的に、「どこに重要なノウ

ハウがありそうか」 を推測することは可能です。 

以下に、いくつかの方法と具体的な例を挙げます。 

1. バリューチェーン分析: 

• 各段階の重要性を分析: 

• 会社のウェブサイト、アニュアルレポート、IR 資料等から、会社がどの事

業（バリューチェーンのどの段階）に力を入れているか、どの事業の収益

性が高いかを分析します。 

• 例：製造業であれば、研究開発や製造プロセスに力を入れているか、マー

ケティングやアフターサービスに力を入れているか、など。 

• 競合他社との比較: 

• 競合他社のバリューチェーンと比較し、その会社だけが強みを持つ部分、

あるいは他社と比べて著しく優れている部分を特定します。 

• 例：競合他社と比べて、製品の耐久性が高い、顧客対応が迅速である、な

ど。 

2. 人材分析: 

• キーパーソンの経歴・専門性: 

• 会社のウェブサイト、ビジネス SNS (LinkedIn など) から、経営陣や各部

門の責任者などの経歴、専門性を調査します。特許情報データベースか

ら、その会社の人物が関係する特許を調べるのも有効です。 

• 例：特定分野の博士号を持つ研究者が多数在籍している、特定の製造プ

ロセスに精通した技術者がいる、など。 

• 採用活動: 

• 企業ウェブサイトや求人情報サイトから、どのような人材を募集しているか

を分析します。 
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• 例：高度な専門知識やスキルを持つ人材を募集している、特定の経験を

持つ人材を優遇している、など。 

3. 知的財産分析: 

• 特許、意匠、商標情報: 

• 特許庁のデータベース等から、その会社が保有する特許、意匠、商標情

報を調査します。出願内容や権利化範囲から、技術的な強みや注力分野

を推測できます。 

• 論文、学会発表: 

• Google Scholar 等の論文データベースから、その会社の社員が発表した

論文を検索します。 

4. その他: 

• 顧客の声: 

• 口コミサイト、SNS、商品レビューなどから、顧客がその会社の製品やサ

ービスのどのような点に満足しているのかを分析します。 

• 例：製品の使いやすさ、デザインの良さ、サポート体制の充実など。 

• 受賞歴: 

• 受賞歴は、その会社が持つ技術力やサービスの質の高さを客観的に示

す指標となります。 

これらの情報を総合的に分析することで、重要なノウハウの存在する可能性が高い領域を絞り込

むことができます。 

注意点: 

• 公開情報からの分析はあくまでも推測であり、100%確実なものではありません。 

• ノウハウに関する情報は、機密性が高いため、公開情報からは得られない場合がほ

とんどです。 

あくまでも公開情報から得られる情報は限定的であることを踏まえ、上記の分析は参考情報とし

て活用する必要があることをご理解ください. 

 
 
 
技術的なノウハウ、特に製造法に関するノウハウは特許に記載されている方法のリバースエンジ

ニアリングを行って再現できない場合、その理由を推測するとどの部分にノウハウが存在している

かを推定可能だと思います。特許に記載されている事項からノウハウを推定する方法について、

考えられるやり方をすべて挙げてください。 

コピー 
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特許情報からの製造ノウハウ推定：考えられるアプロー

チ 
特許に記載された技術をリバースエンジニアリングしても再現できない場合、そのギャップを埋め

るノウハウが存在する可能性があります。 特許情報からそのノウハウを推定するには、以下の

様な多角的なアプローチが考えられます。 

1. 特許情報の詳細分析: 

• 記載の曖昧さ、抜け穴を探す: 

• 特許は、発明を「実施できるように」記載する必要がありますが、意図的に

曖昧な表現や具体的な数値範囲を避けることがあります。 

• 例：「適切な温度で加熱する」と記載されている場合、最適な

温度範囲はノウハウの可能性。 

• 実施例はあくまで一例であり、他の条件では実施できない場合、その限定

条件がノウハウの可能性。 

• 図面と明細書の不一致: 

• 図面と明細書に微妙な差異がある場合、実際に機能させるための工夫が

隠されている可能性があります。 

• クレームの限定解釈: 

• 特許請求の範囲（クレーム）は、権利範囲を明確に定めるものです。クレ

ームを厳密に解釈することで、保護範囲外となる技術領域を特定し、そこ

にノウハウが存在する可能性を探ります。 

• 先行技術との比較: 

• 特許には、関連する先行技術が記載されています。先行技術と比較する

ことで、発明の課題や解決手段をより深く理解し、ノウハウの推定に役立

てることができます。 

2. 関連特許情報の調査: 

• 周辺特許の調査: 

• 特許分類やキーワード検索を用いて、類似技術の特許を調査します。周

辺特許から、問題点の解決策や改良点が明らかになることがあります。 

• 特許の引用関係を辿ることで、技術開発の流れを把握し、ノウハウの所在

を推測できます。 

• 競合他社の特許分析: 

• 競合他社の特許を分析することで、類似技術における課題や解決策、技

術動向を把握し、自社のノウハウ推定に役立てることができます。 
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3. 公開情報の活用: 

• 学術論文、技術雑誌の調査: 

• 特許と関連する技術分野の論文を調査することで、より詳細な技術情報

や実験データを得ることができ、ノウハウの推定に繋がる可能性がありま

す。 

• 学会発表、技術講演会情報の収集: 

• 最新技術や研究動向に関する情報収集は、特許だけでは得られないノウ

ハウのヒントになることがあります。 

• 製品分析、分解・解析: 

• 実際に製品を入手し、分解・解析することで、特許では分からなかった製

造プロセスや材料、部品の工夫を発見できる可能性があります。 

4. 専門家への相談: 

• 特許技術者、弁理士: 

• 特許に関する専門知識を持つ人に相談することで、特許情報の解釈や分

析の精度を高めることができます。 

• 該当技術分野の専門家: 

• 特定の技術分野に精通した専門家に相談することで、技術的な観点から

のノウハウ推定が可能になります。 

注意事項: 

• 特許情報からのノウハウ推定はあくまでも推測であり、100%の確証を得ることは困難

です。 

• 特許侵害のリスクを避けるため、推定したノウハウを元に実際に製品を製造・販売す

る場合は、事前に専門家へ相談し、法的な問題がないか確認する必要があります。 

これらのアプローチを組み合わせることで、特許情報から製造ノウハウの存在する可能性が高い

領域を絞り込み、より確度の高い推測が可能となります。 

しかし、最終的には実際に技術開発や製造プロセスを試行錯誤し、ノウハウを獲得していくことが

重要です。 
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Claude 3.5 Sonnet 

ある会社のノウハウを公開情報から分析したいと考えています。ノウハウ自体を分析することは

不可能と思いますので、できればこの辺りにこの会社の重要なノウハウがありそうだとか、バリュ

ーチェンでこの辺りに重要なノウハウがありそうだとか、この人たちが重要なノウハウを持ってい

そうだとか、いう重要なノウハウの有無が判断できると良いと思っています。どんな方法が考えら

れますか？ 

コピー 

ご質問ありがとうございます。企業のノウハウを直接分析することは確かに難しいですが、公開情

報を活用して間接的にノウハウの所在や重要性を推測することは可能です。以下にいくつかの方

法を提案します： 

• 特許分析: 

• 企業の特許出願状況を調査し、特許が集中している技術分野を特定す

る。 

• 特許の引用回数や関連特許の数から、重要な技術領域を推測する。 

• 財務情報の分析: 

• 研究開発費の推移や、特定部門への投資状況を確認する。 

• 利益率の高い製品やサービスを特定し、そこに関連するノウハウの存在

を推測する。 

• 人材情報の分析: 

• LinkedIn 等のプロフェッショナルネットワークを活用し、key employees の

経歴や専門性を調査する。 

• 特定の部門や役職への採用動向を分析する。 

• 製品・サービス分析: 

• 競合他社と比較して、独自性の高い製品やサービスを特定する。 

• 顧客レビューや業界評価を分析し、競争優位性の源泉を推測する。 

• 業界レポートやアナリストレポートの活用: 

• 専門家の分析から、企業の強みや競争優位性を理解する。 

• 業界のバリューチェーン分析を参照し、対象企業の位置づけを確認する。 

• プレスリリースや広報資料の分析: 

• 企業が強調する技術や能力に注目する。 

• 新製品発表や技術開発の発表から、注力分野を特定する。 

• 取引先や協力企業の分析: 

• 重要なサプライヤーや研究開発パートナーを特定し、そこから企業の重要

技術領域を推測する。 

• 社会貢献活動や業界団体での活動: 

• 企業が積極的に関与している分野や技術領域に注目する。 
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• 求人情報の分析: 

• 頻繁に募集がある職種や、特殊なスキルを要求する求人から、重要な技

術領域を推測する。 

• 競合分析: 

• 競合他社が模倣できていない製品やサービスを特定し、そこにノウハウが

存在する可能性を探る。 

これらの方法を組み合わせることで、企業の重要なノウハウの所在や性質について、ある程度の

推測が可能になると思われます。ただし、これはあくまで間接的な分析であり、実際のノウハウの

詳細や正確な内容を知ることは困難です。また、企業秘密や知的財産権を侵害しないよう、公開

情報の範囲内で分析を行うことが重要です。 

 
 
 

技術的なノウハウ、特に製造法に関するノウハウは特許に記載されている方法のリバースエンジ

ニアリングを行って再現できない場合、その理由を推測するとどの部分にノウハウが存在している

かを推定可能だと思います。特許に記載されている事項からノウハウを推定する方法について、

考えられるやり方をすべて挙げてください。 

コピー 

 
ご指摘の通り、特許情報を活用してノウハウを推定する方法は非常に有効です。以下に、特許情

報からノウハウを推定するための方法をいくつか挙げます： 

• 曖昧な記述の分析: 

• 特許の記述で意図的に曖昧にされている部分を特定する。 

• 具体的な数値や条件が明記されていない箇所に注目する。 

• 範囲指定の分析: 

• 特定のパラメータについて広い範囲が指定されている場合、最適な条件

がその中に隠されている可能性がある。 

• 重要性の強調: 

• 特許内で特に強調されている工程や条件に注目する。 

• 「重要である」「必須である」などの表現が使われている箇所を分析する。 

• 欠落情報の特定: 

• 製造プロセスの全体像を把握し、特許に記載されていない工程や条件を

特定する。 

• これらの欠落情報がノウハウである可能性が高い。 

• 効果の記述分析: 
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• 特定の工程や条件が予想外の効果をもたらすと記述されている箇所に注

目する。 

• これらの効果を生み出す詳細な条件がノウハウである可能性がある。 

• 実施例の分析: 

• 複数の実施例を比較し、共通する条件や特異な条件を特定する。 

• 最も効果が高い実施例に注目し、その条件の詳細を分析する。 

• 否定的記述の分析: 

• 「この条件では効果が得られない」といった否定的な記述から、逆に重要

な条件を推測する。 

• 参照特許の分析: 

• 引用されている他の特許や文献を調査し、そこに記載されていない情報を

特定する。 

• 時系列分析: 

• 同じ発明者や企業の関連特許を時系列で分析し、技術の進化や改良点

を特定する。 

• 競合特許との比較: 

• 同じ技術分野の競合他社の特許と比較し、独自の工程や条件を特定す

る。 

• 装置の詳細分析: 

• 製造装置の詳細な構造や制御方法に関する記述から、重要なノウハウを

推測する。 

• 原料や添加物の分析: 

• 特殊な原料や添加物の使用に関する記述に注目し、その選択理由や効

果を分析する。 

• 前処理・後処理の分析: 

• 主要な製造工程の前後に行われる処理に注目し、その目的や効果を分

析する。 

• 測定・評価方法の分析: 

• 製品の品質評価や工程管理に使用される特殊な測定・評価方法に注目

する。 

• 異常値や外れ値の分析: 

• データや結果の中で、一般的な傾向から外れた値に注目し、その原因を

推測する。 

• 用語の使用分析: 

• 特殊な用語や独自の表現に注目し、その背景にある技術的意味を推測す

る。 
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• 図面の詳細分析: 

• 特許図面の細部、特に通常は省略されるような詳細な描写に注目する。 

• スケールアップの課題分析: 

• ラボスケールから工業スケールへの移行に関する記述から、重要なノウ

ハウを推測する。 

これらの方法を組み合わせて分析することで、特許に直接記載されていないノウハウの存在や性

質をある程度推測することが可能です。ただし、これはあくまで推測であり、実際のノウハウの詳

細を完全に把握することは困難です。また、このような分析を行う際は、法的・倫理的な観点から

十分な注意が必要です。 
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Perplexity Web 検索 

ある会社のノウハウを公開情報から分析したいと考えています。ノウハウ自体を分析することは

不可能と思いますので、できればこの辺りにこの会社の重要なノウハウがありそうだとか、バリュ

ーチェンでこの辺りに重要なノウハウがありそうだとか、この人たちが重要なノウハウを持ってい

そうだとか、いう重要なノウハウの有無が判断できると良いと思っています。どんな方法が考えら

れますか？ 

コピー 

ある会社のノウハウを公開情報から分析するために、以下の方法と手法を利用することが効果적

です。 

公開情報の収集と分析 
• 企業の Web サイト、年次報告書、業界レポート: これらの資料から、会社のビジネス

戦略、製品開発、市場への対応などについての情報を収集できます。特に年次報告

書には財務データや事業内容が詳細に記載されていることが多いので、そこからノウ

ハウに関するヒントを得ることができます. 

• ニュース記事、プレスリリース: これらを通じて、会社の最新の動向や新製品、サービ

スに関する情報を入手できます。特に技術革新や新しいビジネスモデルに関する情

報が含まれている場合、重要なノウハウが隠れている可能性があります. 

競合他社分析 
• 競合他社のビジネス戦略: 競合他社がどのような新製品や新サービスを開発し、どの

ようなマーケティング戦略を展開しているのかを調べることで、自社が市場環境の変

化に迅速に対応するためのアイデアを得ることができます。競合他社の戦略から、自

社のノウハウがどこにあるかを推測することも可能です. 

ソーシャルメディアとカスタマーレビューの分析 
• ソーシャルメディアアカウント: 競合他社のソーシャルメディアアカウントや顧客の投稿

を分析し、顧客の反応や評判を把握します。ここから、特定の製品やサービスに対す

る顧客の満足度や不満点がわかり、そこに基づいたノウハウが存在する可能性を判

断できます. 

• カスタマーレビュー: オンラインレビューや口コミサイトを調査し、顧客満足度や不満点

を把握します。顧客のフィードバックから、会社がどのようなノウハウを活用しているか

を推測することができます. 

参加型観察とベンチマーキング 
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• イベントや展示会への参加: 競合他社のイベントや展示会に参加し、直接情報収集

や観察を行います。ここで得られた情報から、会社の製品やサービスの強みや弱みを

評価し、重要なノウハウがどこにあるかを判断できます. 

• 製品・サービスのベンチマーキング: 競合他社の製品やサービスを購入し、自社と比

較して強みや弱みを評価します。このプロセスで、特定の技術やプロセスが重要なノ

ウハウとして機能しているかを確認できます. 

フレームワークを用いた分析 
• 3C 分析、PEST 分析、SWOT 分析: これらのフレームワークを用いて、会社の内部環

境（自社の強み・弱み）と外部環境（機会・脅威）を分析します。特に SWOT 分析で

は、自社の強みや弱みを明確にし、外部環境の機会や脅威を把握することで、重要な

ノウハウがどこにあるかを推測することができます. 

公的機関や市場調査会社の資料 
• 官公庁の統計データ: 公的機関が公開する統計データや産業動向調査を活用するこ

とで、市場規模や需要に関する情報を収集し、そこから重要なノウハウが隠れている

可能性を判断できます. 

• 市場調査会社のレポート: 専門機関やコンサルティング会社が提供している市場調

査レポートを利用することで、市場の概要や競合状況、市場動向などがまとめられて

おり、重要なノウハウに関する情報を得ることができます. 

これらの方法を組み合わせることで、会社の重要なノウハウがどこにあるかを推測し、分析するこ

とが可能です。 

 
 
 
技術的なノウハウ、特に製造法に関するノウハウは特許に記載されている方法のリバースエンジ

ニアリングを行って再現できない場合、その理由を推測するとどの部分にノウハウが存在している

かを推定可能だと思います。特許に記載されている事項からノウハウを推定する方法について、

考えられるやり方をすべて挙げてください。 

コピー 

技術的なノウハウ、特に製造法に関するノウハウを特許に記載されている方法のリバースエンジ

ニアリングを行って再現できない場合、以下の方法と考慮点を通じて、そのノウハウがどこにある

かを推定することができます。 

リバースエンジニアリングの限界を分析 



 3 / 4 
 

• リバースエンジニアリングによる分析の限界: リバースエンジニアリングでは、製品を

分解・調査してその構造や動作原理を解析します。しかし、特定の技術や製造プロセ

スが非常に複雑または特殊な場合、簡単に解析できない場合があります。この限界

から、ノウハウが隠されている可能性を推測できます. 

特許と営業秘密の使い分け 
• 特許権と営業秘密の違い: 企業は、技術に関する研究成果を保護するために特許権

と営業秘密を使い分けます。特許権はリバースエンジニアリングによって侵害が発見

できる場合に適し、営業秘密は最終製品を分析しても侵害を発見できない場合に適し

ています。したがって、特許に記載されていない部分が重要なノウハウである可能性

があります. 

製造プロセスの詳細な分析 
• 製造ノウハウの具体的な内容: 製造ノウハウは、製造方法、図面（金型図面、組立図

面、部品図面など）、研究開発情報（実験データ、試作品情報など）などを含みます。

これらの情報が特許に記載されていない場合、ノウハウがこれらの非公開部分に存

在する可能性が高いです. 

有用性と秘密管理の評価 
• 有用性と秘密管理: 裁判所は、営業秘密の有用性と秘密管理の徹底性を評価しま

す。特定の技術情報が長期間かけて確立されたものであり、膨大な資源を投入して

開発された場合、その技術情報は重要なノウハウである可能性が高く、特許に記載さ

れていないかもしれません. 

リバースエンジニアリングが難しい理由の分析 
• リバースエンジニアリングの難易度: 特定の技術がリバースエンジニアリングによって

解析されにくい理由を分析します。例えば、特殊な技術を用いてリバースエンジニアリ

ングが行える場合でも、誰でも簡単に解析できるものではなく、相当な期間と専門知

識が必要な場合があります。このような場合、ノウハウはその特殊な技術やプロセス

に隠されている可能性があります. 

法的保護の観点 
• 法的保護の範囲: ノウハウが特許権によって保護されているか、または営業秘密とし

て保護されているかを確認します。特許権によって保護されている場合でも、特許請

求の範囲（クレーム）や模倣の難易度を考慮して、ノウハウが特許に記載されていな

い部分にある可能性を評価します. 
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企業の知的財産戦略 
• オープン＆クローズ戦略: 企業は自社の知的財産の一部を秘匿化し、一部を公開ま

たはライセンスするオープン＆クローズ戦略を採用しています。重要なノウハウは、ク

ローズ化（秘匿化）として保護されている可能性があり、特許に記載されていないかも

しれません. 

これらの方法と考慮点を通じて、特許に記載されている事項からノウハウを推定し、重要なノウハ

ウがどこにあるかを推測することができます。 
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Sonar Large(Llama3.1) 

ある会社のノウハウを公開情報から分析したいと考えています。ノウハウ自体を分析することは

不可能と思いますので、できればこの辺りにこの会社の重要なノウハウがありそうだとか、バリュ

ーチェンでこの辺りに重要なノウハウがありそうだとか、この人たちが重要なノウハウを持ってい

そうだとか、いう重要なノウハウの有無が判断できると良いと思っています。どんな方法が考えら

れますか？ 

コピー 

会社のノウハウを公開情報から分析するには、以下のようなアプローチが有効です。 

1. 公開された技術文書や研究論文の分析 
• 会社が発表した技術論文、研究論文、特許申請などを調査します。これらの文書に

は、会社が重視している技術領域や独自のアプローチが記載されていることが多いで

しょう。 

• 学術データベースや特許データベース（例：Google Scholar、IEEE Xplore、USPTO）

を利用して、関連する文献を探します。 

2. 製品やサービスに関するレビューと評価 
• 会社の製品やサービスについて、ユーザーのレビュー、評価、比較記事などを調査し

ます。これにより、製品の強みやユニークな機能が明らかになります。 

• テクノロジー評価サイト、レビューサイト（例：CNET、TechCrunch）、およびソーシャル

メディアでのユーザーフィードバックをチェックします。 

3. 企業の発表資料とプレゼンテーション 
• 企業が公開しているプレゼンテーション資料（例：インベスター・リレーションズ資料、カ

ンファレンス発表資料）を調査します。これには、ビジネス戦略や技術的な進捗に関す

る情報が含まれることが多いです。 

• Slideshare、YouTube、企業の公式ウェブサイトなどを利用します。 

4. 人材のプロフィール分析 
• 重要なノウハウを持っている可能性のあるエンジニアや研究者などのプロフィールを

調査します。LinkedIn などのプロフェッショナルネットワークサイトを利用して、従業員

のバックグラウンドや専門分野を確認します。 

• 特定の技術分野で活躍している従業員がいるかどうかを確認し、 उनकの過去のプ

ロジェクトや研究成果を調べます。 

5. バリューチェーン分析 
• 企業のバリューチェーン（サプライチェーン、製造プロセス、販売チャネルなど）を分析

します。ここで重要なノウハウが隠れている可能性があります。 

• サプライヤーとのパートナーシップ、独自の製造技術、効率的なロジスティクスシステ

ムなどについて調査します。 
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6. コンペティティブ・インテリジェンス（競争分析） 
• 同業他社との比較分析を行います。同業他社がどのような技術やアプローチを採用し

ているかを調べることで、独自のノウハウが明らかになる場合があります。 

• 市場調査レポートや競合企業の公開情報を利用して、比較分析を行います。 

7. メディア報道とインタビュー 
• メディア報道やインタビュー記事を調査します。CEO や主要なエグゼクティブがインタ

ビューで語る内容には、企業の戦略や重要なノウハウに関するヒントが含まれること

があります。 

• 新聞記事、雑誌記事、ポッドキャストなどのメディアコンテンツをチェックします。 

これらの方法を組み合わせることで、公開情報から会社の重要なノウハウについてある程度の理

解を得ることが可能です。ただし、直接的なノウハウの内容まではわからない場合もありますが、

その存在や重要性については推測することができます。 

 
 
技術的なノウハウ、特に製造法に関するノウハウは特許に記載されている方法のリバースエンジ

ニアリングを行って再現できない場合、その理由を推測するとどの部分にノウハウが存在している

かを推定可能だと思います。特許に記載されている事項からノウハウを推定する方法について、

考えられるやり方をすべて挙げてください。 

コピー 

特許に記載されている情報から、技術的なノウハウ、特に製造法に関するノウハウを推定するた

めに、以下のようなアプローチが考えられます。 

1. 特許の範囲と制限の分析 
• 特許の範囲（クレーム）と制限（例外や除外事項）を詳細に分析します。特許で明示的

に記載されていない部分や、特定の条件下でのみ有効な部分が重要なノウハウを含

んでいる可能性があります。 

• 例えば、特定の材料やプロセス条件が特許で明示的に除外されている場合、それが

重要なノウハウである可能性があります。 

2. 特許の図面と図解の詳細分析 
• 特許の図面や図解を慎重に調査します。図面には、製造プロセスや装置の詳細が含

まれており、これらから重要なノウハウが読み取れる場合があります。 

• 特定の部品やプロセスのステップが省略されている場合、それが重要なノウハウであ

る可能性があります。 

3. 前提技術の調査 
• 特許で参照されている前提技術や既存技術を調査します。これにより、どの部分が既

存技術であり、どの部分が新しいノウハウであるかが明らかになります。 
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• 前提技術と比較して、どの部分が改良されたのか、または新たに追加されたのかを確

認します。 

4. 特許の歴史と改訂履歴の分析 
• 特許の申請履歴、改訂履歴、異議申し立て履歴を調査します。これにより、どの部分

が特許庁との交渉や異議申し立ての結果として変更されたのかがわかります。 

• これから、特許所有者がどの部分を重要視しているかが推測できます。 

5. 他の関連特許との比較分析 
• 同じ企業や同一技術分野の他の関連特許を比較分析します。これにより、どの部分

が共通しているのか、またはどの部分が異なるのかが明らかになります。 

• 共通する部分は標準的な技術であり、異なる部分が重要なノウハウである可能性が

あります。 

6. 特許の説明書とクレームのギャップ分析 
• 特許の説明書（詳細な説明）とクレーム（主張）のギャップを分析します。説明書には

詳細な技術説明が含まれていますが、クレームには保護される範囲が記載されてい

ます。 

• 説明書に記載されている技術詳細がクレームに含まれていない場合、それが重要な

ノウハウである可能性があります。 

7. 特定の用語や専門用語の使用頻度分析 
• 特許文書内で使用される特定の用語や専門用語の頻度を分析します。特定の用語

が頻繁に使用されている場合、それが重要な概念である可能性があります。 

• これらの用語の定義や説明を調べることで、重要なノウハウに関するヒントが得られ

る場合があります。 

8. プロセスの順序とタイミングの分析 
• 製造プロセスの順序やタイミングを詳細に分析します。特定のステップが特定の順序

で行われる理由や、特定のタイミングで行われる理由が重要なノウハウである可能性

があります。 

• 例えば、特定の処理が他の処理よりも先行する必要がある場合、それが重要なノウ

ハウである可能性があります。 

9. 材料や部品の選択基準の分析 
• 使用される材料や部品の選択基準を調査します。特定の材料や部品が選択されてい

る理由が重要なノウハウである可能性があります。 

• 例えば、特定の材料が他の材料よりも優先される場合、それが重要なノウハウである

可能性があります。 

10. エラーや不具合の対処方法の分析 
• 特許文書内で述べられているエラーや不具合の対処方法を分析します。これにより、

どの部分が特に重要視されているのかがわかります。 
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• エラーや不具合の対処方法が詳細に記載されている場合、それが重要なノウハウで

ある可能性があります。 

これらの方法を組み合わせることで、特許に記載されている情報から重要なノウハウの存在を推

測し、その内容についてある程度の理解を得ることが可能です。 
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